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Ⅰ. はじめに 

中国の人口高齢化はすべての発展途上国の中で最速である。一人っ子政策が導入された

結果として、高齢化はより一層急速に進行していくと考えられる。このような社会的背景

のもと、高齢者は健康を維持し、可能な限り長期にわたって自立した日常生活を送ること、

また地域との繋がりを持ち続けることが期待される。高齢者の社会参加の推進は、以上の

ような高齢者に対する社会の期待に応えるために重要な役割を果たす。すなわち、高齢者

の「生きがい」形成とともに、生活機能の向上、精神的・社会的な健康状態の維持にもつ

ながる極めて重要なことであると認識されている。しかし、中国においては、高齢者の社

会参加推進のためにどのような施策が必要か、その基礎的資料となる社会参加に関連する

要因の解明が遅れている。さらに、その要因がどの程度普遍的か、比較文化的な検討もほ

とんどない。 

Ⅱ．研究目的 

本研究の目的は、中国都市部における高齢者の社会参加に関連する要因を明らかにする

ことである。さらに、中国における結果を、日本の都市に居住する高齢者を対象とした調

査の結果と比較し、中国における高齢者の社会参加の関連要因の特徴を明らかにする。 

Ⅲ．研究方法 

1. 対象者：1)中国：中国天津市紅橋区に在住する 60 歳以上の高齢者 95,000 人から住民

名簿を利用して無作為に 300 名（抽出確率は 0.32％）を抽出した。2014 年 8 月 15 日～31

日にかけて、対象者に自記式調査票を訪問配布、訪問回収した結果、260 人から回答が得

られた。2)日本：2012 年 2 月に「社会連帯の形成・維持機構の解明」研究班が行った「地

域環境に対する住民の評価に関する調査」のデータベースを用いた。この調査は、東京都

足立区に居住する 50 歳以上の住民を対象とし、自記式調査票に基づき郵送法によって行っ

た。分析は中国と比較可能なように 60 歳以上の高齢者のみを対象とした。 

2.分析項目：1)社会参加：個人的活動への参加と組織的活動への参加の 2 つの指標で評

価した。日中比較は、日本のデータがある組織活動への参加について行った。2)要因：基

本属性、健康要因、心理的要因、社会階層的要因、社会関係的要因および地域環境的要因

を要因の候補として測定した。 

3.分析方法：2 種類の社会参加の指標をそれぞれ従属変数、要因群を独立変数として重

回帰分析を行った。さらに、「要因×国」という交互作用項を投入することで、要因の効果

の日中の違いを評価した。 

Ⅳ．結果 

1．中国：組織的活動への参加については、男性、健康度自己評価が良い者、通院者、対

人的ストレスが低い者、社会参加への態度が積極的な者、地域への愛着が低い者、出身地

から離れている者で有意に活発であった。個人的活動への参加については、IADL 得点が高

い者、健康度自己評価が良い者、通院者、世帯年収が高い者、近距離・遠距離親族が多い

者、居住年数が短い者、地域への満足度が高い者、年齢が若い者で有意に活発であった。 

2．日本：組織的活動への参加は、健康度自己評価が良い、近距離・中遠距離友人数が多

い人で活発であった。 

3.日中比較：中国では日本よりも、健康度自己評価、通院が組織的活動の参加を高める

効果、出身地（現住所との距離が長くなるほど参加が高まる）、地域の愛着（高いほど参加
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が低くなる）が組織的活動への参加に与える効果が有意に強かった。近距離友人数が組織

的活動への参加を促す効果が日本では中国よりも有意に強いという結果であった。 

Ⅴ．考察 

基本属性については、中国では女性より男性のほうは組織的活動への参加が活躍である。

高齢期に入って就労から離れた男性は、その役割や地位の喪失感を補う目的で、就業以外

の組織的な活動への参加を行っているのではないかと思われる。中国と日本のいずれも、

就労が社会参加に与える効果は有意でなく、退職で増えた自由時間が必ずしも他の社会参

加活動に充てられ、社会参加の促進に結びついていないことが示唆された。 

通院については、中国では通院者が組織的活動および個人的活動への社会参加点数が有

意に高かった。このことは、中国の高齢者にとって通院先が、病院で出会う人と会話をし

たりするなど個人的活動の社会参加の機会となったり、このような活動を通じた人間関係

の広がりを通じて、組織的な活動への社会参加が促進されている可能性が示唆された。 

世帯年収に関しては、中国でのみ収入が個人的な活動への参加点数に有意な効果をもっ

ていた。日本では、高齢者の間に経済格差が大きいとはいえ、社会活動への支出ができな

いくらいに貧しい高齢者が少なく、その結果、収入が社会参加に与える効果が弱いという

結果が得られたと思われる。 

地域環境的要因については、中国では、現在の住所が中学校卒業の居住地から遠いほど

組織的活動への参加が活発的であり、先行研究とは逆の方向性で関連が見られた。このこ

とは、中国の国情と関連していると考えられる。改革開放以来、中国の都市化は速く猛烈

であった。都市の開発が進んでいくに従って、市民が平屋からアパートに引っ越すという

現象が生じた。それゆえ、新しい地域に引っ越した者は、地域社会への溶け込むために、

意識的に組織的活動を参加していると推測できる。中国では居住年数がより短い者が個人

的活動に、地域への愛着得点がより低い者が組織的活動に活発に参加するという結果も、

引っ越す経験と関連していると考えられる。本研究の分析対象者では引っ越した経験のあ

る者が多いため、居住年数がより短く、地域への愛着得点が低くなっている。だからこそ、

地域に溶け込むために、組織的な活動への参加を行っているとみることができる。 

中日間の関連要因の違いについては、中国では、居住年数や地域への愛着といった地域

環境要因が組織的活動への参加に強く影響しており、他方、日本では、健康要因と友人な

どとの社会関係といった個人的な要因の影響が強く、かなりの違いが見られた。この違い

の理由については、以下のように解釈できる。中国では経済成長が著しく、それに伴って

経済発展が著しい都市部への人口移動が活発に行われている。このような人口移動に伴っ

て都市部における地域環境が激変していることが、中国の都市部においては、地域環境の

要因が組織的な活動に影響していることの背景にあると見ることもできる。他方、日本で

は、安定成長期にあり、都市部においても人口移動は乏しく、地域環境は比較的安定して

いる。その結果として、組織的な活動への参加に対しては、地域というよりも健康や友人

との関係といった個人的な要因の影響が大きく作用したと見ることができる。いずれにし

ても、社会参加の推進・阻害要因が同じアジア地域である日本と中国の都市部の高齢者で

は異なる可能性があるため、それぞれの国における社会参加の推進・阻害要因の研究の蓄

積とそれを踏まえた施策の構築が必要といえよう。 
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